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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

本研究は，パンチ穴加工の際に材料に生じるせん断影響域が疲労および静的強度特性を低下させ

る原因に関する検討を行なっている．著者はミクロな破壊の過程に着目し，せん断影響域に生じる

特殊なき裂である，せん断き裂が強度特性を決定付けることを指摘し，その形成過程と機構を明ら

かにした．さらに，せん断影響域を有する材料の強度特性の定量的予測に必要な研究課題の具体的

な提案を行なっている．著者が示した成果は，機械工学上寄与するところが大きい．よって本論文

は博士（工学）に値するものと認める． 


